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一
般
社
団
法
人
グ
ロ
ー
バ
ル
カ
イ
ゴ

検
定
協
会
は
３
月
16
日
、
厚
生
労
働
省

の
令
和
５
年
度
老
人
保
健
健
康
増
進
等

事
業
「
外
国
人
介
護
人
材
キ
ャ
リ
ア
育

成
手
法
の
現
場
実
践
に
よ
る
効
果
性
に

関
す
る
調
査
研
究
事
業
」
に
関
す
る
公

開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
催
し
た
。
こ
れ
は
、
同
事
業
に
採
択

さ
れ
た
同
協
会
の
成
果
物
で
あ
る
「
外

国
人
介
護
職
と
い
っ
し
ょ
に
、
わ
か
り

あ
う
・
学
び
合
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
周

知
・
活
用
促
進
を
目
的
と
し
て
い
る
。

第
一
部
は
、
厚
生
労
働
省
社
会
・
援

護
局
福
祉
基
盤
課
福
祉
人
材
確
保
対
策

室
室
長
の
吉
田
昌
司
氏
が
、
外
国
人
介

護
人
材
政
策
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て

講
演
し
た
。
吉
田
氏
は
ま
ず
、
介
護
業

界
に
お
け
る
人
材
確
保
の
現
状
を
解

説
。
介
護
職
員
の
離
職
率
は
低
下
傾
向

に
あ
る
も
の
の
、
事
業
所
別
に
見
る
と

10
％
未
満
の
事
業
所
と
30
％
以
上
の
事

業
所
と
で
二
極
化
が
進
ん
で
い
る
と
指

摘
し
た
。
ま
た
、
介
護
分
野
の
外
国
人

在
留
者
数
は
年
々
増
え
て
お
り
、
入
国

支
援
や
定
着
支
援
な
ど
外
国
人
介
護
人

材
確
保
の
関
連
予
算
事
業
が
次
々
実
施

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
た
。

続
く
第
二
部
で
は
、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
べ
き
か
検
討
す

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
た
。
登
壇

し
た
の
は
、
同
協
会
理
事
で
社
会
医
療

法
人
愛
仁
会
本
部
参
事
の
坪
茂
典
氏
、

社
会
福
祉
法
人
小
田
原
福
祉
会
理
事
で

潤
生
園
施
設
長
の
井
口
健
一
郎
氏
、
同

協
会
理
事
で
公
益
社
団
法
人
日
本
介
護

福
祉
士
養
成
施
設
協
会
副
会
長
の
井
之

上
芳
雄
氏
、
一
般
社
団
法
人
知
識
環
境

研
究
会
代
表
理
事
の
神
山
資
将
氏
。

坪
氏
は
、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
趣
旨
を

解
説
。
同
協
会
が
確
立
し
て
い
る
品
質

管
理
の
考
え
方
「
Ｑ
Ｍ
Ｓ
」
を
外
国
人

人
材
育
成
の
た
め
に
改
編
し
た
「
Ｇ
ｌ

ｏ
ｂ
ａ
ｌ
Ｋ
ａ
ｉｇ
ｏ
サ
イ
ク
ル
」を
、

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
段
階
ご
と
に
適
用

し
て
い
く
も
の
と
説
明
し
、
サ
イ
ク
ル

を
回
す
ほ
ど
外
国
人
職
員
へ
の
教
育
力

を
向
上
で
き
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
役
立

つ
と
し
た
。

井
口
氏
は
、
潤
生
園
で
の
具
体
的
な

外
国
人
人
材
育
成
方
法
を
紹
介
。
基
礎

的
な
介
護
の
考
え
を
母
国
語
で
学
ぶ
こ

と
や
教
育
担
当
者
（
プ
リ
セ
プ
タ
ー
）

の
選
定
と
い
っ
た
教
育
体
制
に
つ
い
て

説
明
し
、
そ
の
上
で
文
化
の
違
い
を
理

解
し
感
情
的
に
な
ら
ず
に
適
切
な
行
動

を
起
こ
す「
異
文
化
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」

を
高
め
る
こ
と
が
重
要
と
し
た
。
ま

た
、
言
葉
が
通
じ
な
い
外
国
人
の
指
導

を
一
人
で
担
当
す
る
ス
ト
レ
ス
が
、
最

悪
の
場
合
離
職
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い

こ
と
か
ら
、「
指
導
員
を
孤
立
さ
せ
な

い
」
こ
と
も
必
要
だ
と
話
し
た
。

井
之
上
氏
は
、
介
護
福
祉
士
養
成
施

設
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て
触
れ
、
養

成
校
の
数
も
入
学
者
数
も
減
少
し
て
い

る
一
方
で
外
国
人
留
学
生
の
数
は
増
加

し
て
い
る
こ
と
に
言
及
。
外
国
人
人
材

を
受
け
入
れ
る
施
設
に
対
し
て
は
、「
安

い
労
働
力
で
は
な
く
『
施
設
の
中
核
職

員
』
と
な
る
人
材
」
で
あ
る
と
い
う
認

識
を
求
め
る
と
と
も
に
、
そ
う
し
た
意

識
の
全
職
員
へ
の
共
有
が
必
要
だ
と
呼

び
か
け
た
。

神
山
氏
は
、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効
果

的
な
活
用
方
法
に
つ
い
て
説
明
。
タ
イ

ト
ル
の
「
わ
か
り
あ
う
」
は
経
験
・
実

践
す
る
こ
と
、「
学
び
合
う
」
は
言
葉

と
し
て
表
現
す
る
・
話
し
合
い
調
べ
て

納
得
す
る
こ
と
を
意
味
し
、「
外
国
人

介
護
人
材
を
き
っ
か
け
に
職
員
全
員
が

教
え
合
い
学
び
合
う
」
と
い
う
「
双
方

の
視
点
か
ら
有
効
な
内
容
に
な
っ
て
い

る
」
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効
果
を
強
調
し

た
。

外
国
人
介
護
人
材
の
育
成
に
関
す
る
成
果
物
を

現
場
で
ど
う
活
か
す
か
発
表
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